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まとめ

　実習における各自の体験と事例(個別指導)

社会福祉援助技術演習の集大成のため、各自がソーシャルワーカーであることを意識した上での参画を期待します。

教科書は使用しない。

毎回講義資料、リアクションペーパーを配付。実習での記録物を持参すること。

実習での体験を言語化できるように事前に準備すること。

社会福祉士受験資格取得を希望する人は必ず履修してください。

欠席は認めません。(やむを得ず欠席した場合は、補講にて対応)
授業への参加態度20％、毎回のリアクションペーパー20％、レポート課題20％、グループワーク等の取組み姿勢20％
最終課題20％

発表掲示後は、気軽に訪問してください。

Seminar in social work practice Ⅲ

実習レポート①

金曜日／3時限

実習体験、グループディスカッション、事例研究、実践的理解、情報共有

社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ、社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ、社会福祉援助技術現場実習Ⅰ・Ⅱを踏まえ、
これまでの学習と実習における体験から実践的な援助方法について学習する。社会福祉援助技術に関するこれまで
の学習を踏まえ、実際に実習で体験したことについて考察し、グループディスカッションや個別指導によって実践的な
理解を深める。本演習は、演習科目の集大成として実践場面で通用する力を養う。

・実習の体験を言語化することができる。
・事例研究を通じて実践的理解を深める。
・直接援助技術、間接援助技術、関連援助技術について相互的に理解し、考察することができる。

授業計画

オリエンテーション　

社会福祉援助技術演習Ⅲの位置づけと目的、演習の進め方についての説明
第1回

実習体験と事例研究④

実習レポート②

実習レポート③

実習体験の共有①

　実習における各自の体験の共有(グループ指導)

　実習における各自の体験と事例(個別指導)

実習体験と事例研究②

　実習における各自の体験と事例(グループ指導)

　実習における各自の体験の共有(グループ指導)

実習体験の共有②

実習体験と相談援助①　

実習体験と相談援助②

実習体験と事例研究①

実習体験と事例研究③

　実習における各自の体験と事例(グループ指導)

　実習の体験と相談援助(グループ指導)

第4回

第3回

第2回

　実習における体験に関するレポート(個別指導)

第15回

第9回

第8回

第7回

第6回

第5回

第14回

第13回

第12回

第11回

第10回

実習体験と相談援助③

　実習の体験と相談援助(グループ指導)

　実習の体験と相談援助(個別指導)

　実習の体験と相談援助(個別指導)

　実習における体験に関するレポート(グループ指導)

　実習における体験に関するレポート(個別指導)

実習体験と相談援助④


